
平
成
27

年
10

月
25

日

（
日
）
に
、
平
成
23
年

に
再
建
さ
れ
5
回
目
の

大
樟
会
東
播
磨
支
部
の

平
成
27
年
度
総
会
を
東

京
田
村
加
古
川
店
（
加

古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
４

Ｆ
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
引
き
続
き
懇

親
会
を
開
催
し
、
旧
交

を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親

会
の
前
に
、
経
済
学
部

准
教
授
の
福
本
幸
男
夫

先
生
に
「
経
済
学
の
理

論
と
そ
の
実
証
結
果
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、

為
替
と
株
価
の
資
産
価

格
の
変
動
に
つ
い
て
経

済
学
的
な
見
地
で
講
義

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
樟
会
本
部
か
ら
、

角
庵
勝
巳
常
務
理
事
と

昨
年
に
続
き
上
田
敬
二

郎
常
務
理
事
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
、
本
部
の

現
状
や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
の
宣
伝
な
ど
盛

り
込
ん
で
挨
拶
い
た
だ

き
ま
し
た
。

総
会
冒
頭
に
平
成
26
年

度
の

総
括

と
し
て

、

「
平
成
26
年
度
活
動
報

告
」
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
東
播
磨
支
部
と

し
て
初
め
て
大
学
Ｏ
Ｂ

が
社
長
で
あ
る
姫
路
の

ヤ
マ
サ
蒲
鉾
工
場
見
学

を
実
施
し
、
芝
桜
を
見

物
し
交
流
を
深
め
ま
し

た
。次

に
平
成
26
年
度
の

決
算
報
告
が
行
わ
れ
、

石
原
事
務
局
長
の
収
支

報
告
と
田
中
監
査
役
よ

り
監
査
結
果
が
報
告
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
山
本
支
部
長
よ

り
平
成
27
年
度
活
動
計

画
が
発
表
さ
れ
、
今
年

度
は
５
月
に
朝
来
市
の

竹
田
城
見
学
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
「
さ
ら
に

新
し
い
企
画
を
す
す
め
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
で
き
る
活

動
を
す
す
め
た
い
。
」

と
支
部
長
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
第
４
号
議
案
で
、

役
員
改
選
が
討
議
さ
れ
、

山
本
支
部
長
が
副
支
部

長
に
、
新
た
に
福
田
支

部
長
が
新
任
さ
れ
ま
し

た
。
山
本
支
部
長
に
は

慰
留
を
お
願
い
し
ま
し

た
が
、
本
人
の
意
志
は

固
く
、
残
念
な
が
ら
一

期
で
の
退
任
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
引
き
続

き
副
会
長
職
で
支
部
役

員
と
し
て
ご
尽
力
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

総
会
は
、
明
石
支
部
副

支
部
長
の
安
川
武
延
様
、

神
戸
支
部
支
部
長
代
理

の
北
山
富
久
様
を
来
賓

に
迎
え
、
24
回
卒
業
の

前
田
相
談
役
を
筆
頭
に
、

総
勢
19
名
と
少
人
数
な

が
ら
、
新
規
参
加
者
が

3
名
と
人
数
も
増
え
、

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

第５号 大樟会東播磨支部新聞 平成２８年３月２７日

発行所

大阪経済大学

同窓会

「大樟会」

東播磨支部

発行人

福田敏裕

大
樟
会
東
播
磨
支
部
新
聞

再建５年目支部総会を東京田村加古川店で開催

平
成
27
年
度
総
会
終
了

後
、
懇
親
会
の
間
に
、

経
済
学
部
准
教
授
の
福

本
幸
男
先
生
に
、
「
経

済
学
の
理
論
と
そ
の
実

証
結
果
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
講
義
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
為
替
と
株
価
の
変
動

に
つ
い
て
、
福
本
先
生

な
り
の
経
済
学
的
な
視

点
に
基
づ
い
て
」
の
講

義
で
、
「
今
後
の
株
価

と
為
替
レ
ー
ト
の
予
想

に
つ
い
て
」
も
福
本
先

生
な
り
の
経
済
学
的
な

視
点
か
ら
、
独
自
の
理

論
を
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
の
相

場
見
通
し
を
語
る
関
係

者
は
、
売
名
行
為
？

新
規
参
加
者
三
名
で
、
活
況
！

経
済
学
部
准
教
授
「
福
本
幸
男
」
先
生
特
別
講
義

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

東
播
磨
支
部
の
会
員
の

方
に
役
に
立
つ
耳
よ
り

な
情
報
（
グ
ル
メ
・
観

光
・
買
い
物
情
報
な
ど
）

を
特
集
し
て
い
き
た
い

と
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
５
号
は
、
東
播
磨

支
部
幹
事
の
森
本
（
38

回
卒
業
）
が
宣
伝
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

森
本
さ
ん
の
娘
（
長
女
）

さ
ん
、
歌
手
「
森
本
千

鶴
」
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。現

在
、
東
京
在
住
で
、

歌
手
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
時
々
、
地
元
東

播
磨
地
区
で
も
ラ
イ
ブ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
応
援
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
、
３
面

に
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト

第
5
号
は
、
「
宣
伝
レ
ポ
ー
ト
」
し
ま
す

大
樟
会
本
部
：
角
庵
勝
巳

常
務
理
事
と
上
田
敬
二
郎

常
務
理
事
あ
い
さ
つ

山
本
支
部
長

冒
頭
あ
い
さ
つ

再建５年目東播磨支部総会開催！



懇
親
会
の
先
頭
を
切
っ

て
、
昨
年
の
「
剣
舞
」

引
き
続
き
「
歌
謡
吟
」

を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
「
稀
代
の
軍

師
：
黒
田
官
兵
衛
」
を

唄
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
一
同
拍
手

喝
采
で
し
た
。

森
本
さ
ん
の
歌
謡
吟

は
、
東
播
磨
支
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
動
画
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
是

非
ご

覧
く

だ
さ

い
。

「
大
樟
会
東
播
磨
支
部
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

http://ookusukai.sak

ura.ne.jp/

第
６
回
総
会
開
催
予
定

平
成
28
年
10
月
23
日

（
日
）

今
後
は
、
10
月
の
第
４

日
曜
日
で
固
定
し
て
開

催
予
定
で
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
会
員
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

定
例
役
員
会
開
催
予
定

・
３
月
27
日
（
日
）

・
６
月
26
日
（
日
）

・
８
月
28
日
（
日
）

・
９
月
25
日
（
日
）

(

↓
福
田
新
支
部
長
演
舞)

(

最
後
に
学
歌
・
逍
遥
歌
）

第
４
号
に
続
き
第
２
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

①
回
卒
：
昭
和
34
年

（
１
９
５
９
年
）
25
回

卒②
住
所
：
〒675-1113

加
古
郡
稲
美
町
岡
１
７

４③
電
話
番
号
：
０
７
９-

４
９
２-

１
４
４
９

④
職
業
：
前
明
石
市
役

所⑤
趣
味
：
ス
ポ
ー
ツ(

学

生
時
代
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部)⑥
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド大
学
に
は
毎
日
Ｊ
Ｒ
土

山
駅
８
時
の
電
車
に
乗

り
、
学
校
に
10
時
頃
に

到
着
し
、
そ
れ
か
ら
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
練
習
の

繰
り
返
し
で
あ
り
ま
し

た
。
４
年
生
の
夏
に
西

日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会
で
優
勝
し
た

の
が
最
も
嬉
し
か
っ
た
。

卒
業
と
同
時
に
地
方
公

務
員(

明
石
市
役
所)

に

な
り
、
60
歳
の
定
年
ま

で
38
年
間
無
事
務
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑦
現
在
の
状
況

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

で
体
力
作
り
と
健
康
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
。

⑧
東
播
磨
支
部
に
つ
い

て一
度
、
東
播
磨
支
部
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

親
睦
会
を
開
催
し
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
樟
会
東
播
磨
支
部
は
、

再
建
さ
れ
、
今
後
益
々

の
発
展
を
祈
念
す
る
と

共
に
で
き
る
限
り
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

①
回
卒
：
昭
和
35

年

（
１
９
６
０
年
）
26
回

卒②
住
所
：
〒6

7
5
-
0
0
7
1

高
砂
市
伊
保
東
１-

１
５-

１
４

③
電
話
番
号
：
０
７
９-

４
４
８-

３
５
６
８

④
職
業
：
無
職

⑤
趣
味:

畑
仕
事

⑥
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド近
年
は
オ
レ
オ
レ
詐
欺

で
世
間
は
騒
い
で
い
ま

す
が
、
私
は
詐
欺
に
直

面
し
ま
し
た
。
２
年
生

の
時
、
野
球
部
の
練
習

中
、
紳
士
姿
で
上
着
を

腕
に
か
け
て
、
私
を
訪

ね
て
来
ら
れ
、
京
都
に

行
く
途
中
自
動
車
が
パ

ン
ク
し
て
動
か
な
く
な
っ

た
の
で
、
高
砂
市
農
協

に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、

松
次
さ
ん(

私
の
父)

が

出
ら
れ
て
話
し
た
結
果
、

「
息
子
が
学
校
に
い
る

か
ら
話
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
」
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
の
で
、
学
校

の
学
生
部
を
訪
ね
た
と

こ
ろ
、
野
球
部
の
練
習

を
し
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
の
で
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
事
情
を

説
明
さ
れ
、
お
金
の
持

ち
合
わ
せ
が
な
か
っ
た

の
で
２
，
０
０
０
円
貸

し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
、

手
渡
し
ま
し
た
。
お
金

を
渡
す
と
す
ぐ
に
頭
を

下
げ
て
学
校
を
出
ま
し

た
。
２
週
間
後
、
高
砂

に
帰
っ
て
父
に
聞
き
ま

す
と
「
知
ら
な
い
。
」

と
言
わ
れ
、
『
あ
っ
！

騙
さ
れ
た
』
思
い
ま
し

た
。
も
う
少
し
確
認
し

て
貸
す
べ
き

だ
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

い
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

私
の
残
念
な

思
い
出
で
す
。

注
意
が
必
要

で
し
た
。
当

時
の
２
，
０

０
０
円
は
現
在
の
３
０
，

０
０
０
円
く
ら
い
で
し
ょ

う
か
？

⑦
現
在
の
状
況

畑
で
健
康
作
り
し
て
い

ま
す
。
平
成
10
年
５
月

に
体
調
不
良
で
定
年
退

職
に
な
り
ま
し
た
。
２

年
目
か
ら
畑
を
借
り
、

畑
仕
事
を
し
な
が
ら
健

康
に
留
意
す
る
こ
と
を

第
一
に
計
画
し
ま
し
た
。

日
が
経
過
し
て
３
年
目

の
夏
ご
ろ
か
ら
徐
々
に

汗
が
流
れ
る
よ
う
に
な

り
体
調
が
少
し
ず
つ
変

化
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
４
・
５
年
経

つ
に
つ
れ
作
業
に
慣
れ

て
仕
事
は
快
適
で
す
。

17
年
間
健
康
そ
の
も
の

で
体
調
は
順
調
で
す
。

病
気
も
し
な
く
な
り
ま

し
た
。
「
畑
は
健
康
広

場
で
す
。
」
あ
と
５
年

位
は
健
康
で
仕
事
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

第５号 大樟会東播磨支部新聞 平成２８年３月２７日

懇
親
会
で
「
歌
謡
吟
」
披
露
！

幹
事
の
森
本
信
市
さ
ん
（
38
回
卒
業
）
唄
う

NO.
３
：
竹
内

哲

会
員
紹
介

NO.
４
：
鴨

繁
昭



東
播
磨
支
部
幹
事
の
森

本
信
市
さ
ん
の
娘
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

地
元
東
播
磨
支
部
で

は
、
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
Ｎ
テ

レ
ビ
の
「
に
じ
い
ろ
生

た
ま
ご
」
の
公
式
テ
ー

マ
曲
「
に
じ
い
ろ
た
ま

ご
」
をcall....its

si

n
g
s

と
い
う
グ
ル
ー
プ
で

歌
っ
て
い
ま
す
。
毎
週

水
曜
日
14:

00
か
ら
生
放

送
21
：
00
か
ら
再
放
送
、

木
曜
日
９
：
15
・
16:

15
、

金
曜
日
16:

00
・
21:

00
、

16:

15
・
22:

00
、
日
曜

日
14:

00
・
20:

00
・
23:

00
か
ら
再
放
送
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ

Ｎ
ラ
ジ
オ
で
毎
週
日
曜

日
の
13:

00
か
ら
16:

00

「
藤
野
孝
教
のHAPPY

RO

C
K

J
A
M

」
の
第
一
日
曜

日
に
13:

30
頃call....i

ts
sings

で
電
話
出
演
し

て
い
ま
す
。

直
近
の
東
播
磨
地
区

で
の
ラ
イ
ブ
活
動
は
、

左
記
の
通
り
で
し
た
。

3/

23
（
水
）

ヤ
マ
ト
ヤ
シ
キ
15
周
年

大
感
謝
祭

call....it

s
i
n
g
s

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ

ブ1
ス
テ
ー
ジ

11:

30
〜

/

2
ス
テ
ー
ジ
14:

30
〜

ヤ
マ
ト
ヤ
シ
キ
加
古
川

店

7
階
レ
ス
ト
ラ
ン
街

に
て
（
↓
チ
ラ
シ
）

午
後
の
部
盛
況
で
し
た
。

◆
森
本
千
鶴
さ
ん
か
ら

の
宣
伝
文
で
す
。

【call....it
sings

】

Vo.&Pf

森
本
千
鶴

Pf

八
重
尾
雄
太

「
ピ
ア
ノ
２
台
で
ウ
タ

奏
で
る
」

エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
で
カ

ラ
フ
ル
な
歌
声
と
共
感

の
持
て
る
優
し
い
言
葉

を
紡
ぐ
森
本
千
鶴
。

そ
れ
を
鮮
や
か
に
彩
る

メ
ロ
デ
ィ
と
レ
ン
ジ
の

広
い
ピ
ア
ノ
を
奏
で
る

八
重
尾
雄
太
。

こ
の
２
人
で
な
け
れ
ば

生
み
出
せ
な
い
世
界
観

を
是
非
ご
堪
能
下
さ
い
。

毎
週
木
曜
日
22:

30
か
ら
、

FM
世
田
谷
「call....it

s
i
n
g
s

の
パ
レ
パ
レ
パ

レ
ー
ド
」
好
評
放
送
中
！

◇c
a
l
l
.
.
.
.
i
t

s
i
n
g
s

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◇

http://callitsings.w

eb.fc2.com/call....i

t_sings/TOP_PAGE.htm

l

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
も
視

聴
で
き
ま
す
。

ア
プ
リ
【Tuneln

Radio

】

iOS
Android

第５号 大樟会東播磨支部新聞 平成２８年３月２７日

歌
手
「
森
本
千
鶴
」
さ
ん

◇森本千鶴 Chizuru Morimoto

兵庫県加古川市出身 9月28日生まれ AB 型

シンガーソングライター。時々ラジオパーソ

ナリティ。

ライブハウスを中心に、全国のお祭り、中学

校、老人ホームやショッピングセンターなど

様々な場所で唄う。

2006～2011 年で５種類の自主制作CD 手売り

で7000 枚完売。

2011 年９月初のミニアルバム1500 枚突破。

「まっすぐいこう！」森本千鶴の歌声は、

明日をたくましく生きる力と優しさを伝える。

call....it sings では、ボーカル・ピアノ・

作詞を担当。

◇八重尾雄太 Yuta Yaeo

兵庫県加古川市出身 6月25日生ま

れ O 型

ピアノ、キーボード、作曲編曲音

楽監修。

ピアノソロCD 2010 年「Piano Lif

e」、2012 年「Piano days」リリー

ス。

『2013 年度姫路市文化・黒川録朗

賞』受賞。

聴く人の心に音楽の情景を広げる

創作ピアニスト。

call....it sings では、ピアノ・

作曲・編曲を担当。
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